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茨城港常陸那珂港区中央ふ頭地区次期処分場の建設 

 

茨城県 茨城港湾事務所 正会員 飯塚 淳 
 
１ はじめに 

茨城港常陸那珂港区北ふ頭地区では，㈱JERA による石炭火力発電所が稼働しており，1 日約 1,600t

の石炭灰が発生している．この石炭灰は，中央ふ頭地区内の管理型廃棄物最終処分場(現処分場)に埋

立て処理され，埋立て完了した土地は，県のふ頭用地や港湾関連用地として利用している． 

この現処分場がまもなく満杯となることから，㈱JERA からの要請に基づき，新たな処分場(次期処

分場)の建設を進めてきた． 

 

２ 事業概要 

(1) 整備計画 

・整備面積：約 56ha ・護岸延長：3,000ｍ 

・受入容量：約 1,000 万 m3 

・整備期間：平成 27 年～令和 2年 3月 

・埋立期間：令和 2年 4月～21 年（予定） 

(2) 護岸構造 

ケーソン護岸は 774m，捨石傾斜堤護岸は 400m で

あり，これらは茨城県が施工を行った．茨城県で初

となるハイブリッドケーソンを採用している． 

鋼板セル護岸は 1,826m であり，国土交通省へ工事

を委託し施工を行った． 

各護岸の特徴を踏まえ，経済性及び事業工程の厳

守について総合的に検討し護岸の配置を行っている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 遮水構造 

(1) 遮水要求性能及び主要遮水材料 

次期処分場は管理型廃棄物最終処分場であり，処

分場内の保有水等が海域へ浸出しないことが求めら

れることから，堤内と堤外を遮水する基本機能にバ

ックアップ機能を備えた二重の構造とすることが重

要となる．また，遮水は処分場内の底面(海底面)及

び側面(護岸)に必要である． 

主要な遮水材料として次の材料を使用している。 

①海底面は泥岩層を不透水層として利用した． 

②側面は，保有水等の浸出に対する安全性が確保さ

れること，海面処分場であるため海水よりも比重が

高く施工性に優れる，直鎖状低密度ポリエチレンシ

ート(ＬＬＤＰＥ)を使用した． 

③底面と側面との遮水に連続性を確保するため，水

密性に優れ，変形追随可能なアスファルトマスチッ

クを底面と側面との取合い箇所等に使用した． 

(2) 鋼板セル護岸の遮水 

鋼板セル護岸は，図—3に示すとおりである． 

鋼板セル護岸の基礎捨石部を通過する透水経路に

ついては，護岸の下部に厚さ 1mのアスファルトマス

チックを設置して遮水するものとした．既往の事例 
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を参考に，アスファルトマスチックを護岸の堤

内及び堤外側に設置し，水中不分離性コンクリ

ートにより挟み込む構造とした． 

また，セルとセルを結ぶアーク継手部は，堤

内及び堤外側に膨張モルタルを直接充填し，二

重の遮水構造とした． 

 

(3) ケーソン護岸の遮水 

ケーソン護岸は，図—4 に示すとおりである． 

透水経路はケーソン目地及びケーソンの基礎

捨石部であり，断面全体を覆う 2 重の遮水シー

トを設置する構造を適用し，下端部のシートは

海底面の不透水層とアスファルトマスチックで

長さ 5m 以上挟むことで一体化させた． 

遮水シートの上下を長繊維不織布で保護し，

さらに粒径の細かい石材を用いて保護すること

で，シートの破損個所からの浸透リスクを軽減

することができ，より信頼性の高いバックアッ

プ機能を備えた遮水構造とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本事業での取り組み 

(1) 施工検討委員会 

事業を迅速かつ安全に実施するため，学識経

験者や事業関係者からなる「施工検討委員会」

を立ち上げ，施工計画の妥当性や工期短縮，コ

スト縮減等への様々な課題対応について，早期

改善を行いながら工事を進めた． 

(2) 次期処分場工事関係者連絡協議会 

常陸那珂港区では複数の事業に係る受注者が

同一港区内にて工事を行っていることから，各

工事を安全かつ円滑に実施するため，港区内の

工事受発注者による「次期処分場工事関係者連

絡協議会」を毎月開催し，様々な情報共有や各

工事の連絡・工程調整，常陸那珂港区内の一般

船舶を含めた航行安全や工事安全確保を行った． 

(3) 工程管理 

本工事は多種多様な工種からなる工事である

ため図—5 のような「斜線式工程表」を採用して

おり、工種ごとの工程と現在の施工場所を同時

に表現することができる．工事進捗の把握や隣

接工区との施工状況の把握及び工程管理を行う

ための重要な役割を果たした． 

 

(4) イメージアップ活動 

作業ヤード内に 2 階建てのインフォメーショ

ン施設を開所した．1 階には，常陸那珂港区の

沿革や工事概要を説明するパネル及び模型を展

示し，2 階にはスクリーンを設置して現場見学

会等を行える場を設けた．見学会には累計

6,869名参加し，当該整備事業の PRに寄与した． 

５ おわりに 

本事業は，供用中の港湾区域内での大規模か

つ急速な工事であり，港湾利用者や工事関係者

と調整しながらの，作業ヤード及び水域の確保，

国内最大の起重機船による作業など厳しい制約

下で行ってきたが，様々な取り組みを行ったこ

とにより整備期間内の令和 2 年 3 月末に完成す

ることができた． 
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